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2011 年 4 月 26 日（火） 

 

パートナー、支援者の皆さま 

 

私たちは先週日曜日の夜、壊滅状態の岩手県への三度目の訪問から戻りました。現在活動してい

る 5 つの地域（教育部門）のうち、陸前高田市、釜石市、大槌町および山田町の 4 ヶ所を訪れま

した。更には盛岡市のある岩手県からの助言に従い、私たちは岩手県北部へと調査範囲を拡大し、

久慈市、野田村、普代村および田野原村を訪れました。 

 

また、拓（ひらく）君1とその家族、拓君が通っている幼稚園や私たちが滞在していた花巻市の宿

に避難している子どもたちや福伏（陸前高田市の南）の人々、そして小友小学校の先生方や生徒

たちと友好を深めました。水曜日にはサンゴバン社の日本の最高執行責任者とその役員 2 人が合

流、木曜日には仏紙ルモンドの記者フィリップ・ポンス氏が合流しました。 

 

第１回目の訪問では色々な都市、地域団体、避難所や学校を訪れ、2 度目の訪問ではそれぞれの

地域ごとにどのような教育支援を必要としているかを把握し、この 3 回目の訪問は導き出された

決定事項のフォロー及び次なるステップを模索することを目的としていました。 

 

また、このレポート（No.8）は私たちのパートナー、友人や寄付を下さった方々へのお礼の機会

でもあります。このレポートの最後に私たちの次なる活動について、またどのような方々の支援

でそれを行ってゆくかを述べたいと思います（最後の評価に合うよう各フェーズの日付を、前回

のものから若干変更致しました）。 

 

【 概況 】 

再建が始まったといえるでしょう。62,000 個の仮設住宅のうち 10％が完成して、廃墟と化した町

を、掘削機や重機や、何トンもの災害の残骸、木材、鉄、漂流物、がれきなどを積んだトラック

が走っています。私たちにはそれらが一体どこへ運ばれていくのかわかりません。 

 

大槌町では制服を着た 15、6 歳の少年ががれきの中を歩いて行く姿を目にしました。彼は学校初

日を終えて家に帰るところでした。小友小学校では 12人の 6歳の男女生徒たちがよそいきの洋服

を着て、それぞれ両親と一緒に笑みを浮かべてとても嬉しそうでした。それはこの子たちにとっ

ての始業式であり、人生初めての学校生活の始まりでした。 

 

前回の会見時は元気のない様子だった山田町の町長には、今回訪問した時には笑顔も見られまし

た。山田町は壊滅状態ですが、今の町長の脳裏にはこの町の復興の青写真が浮かんでいるのかも

しれません。 

 

                                                   
1  KnK ウェブサイトのトップページに掲載されている写真の少年の名前 
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東京から岩手の被災地までは、まず花巻まで車で 6～7時間、更に２時間かけて釜石市へ。そこか

ら更に 1時間で山田市まで、また南へ 1～2時間で陸前高田市へというルートをとりました。私た

ちは現在活動段階に入っており、岩手の仲間たちとの関係は大変友好的です。3月 11日の震災当

日から数えて 6週間目に、私たちは 1台目のスクールバスを山田町に届けました。 

 

【 A. 第 2 フェーズ 】 

第 2 フェーズ(II-a)  2011 年 4 月 13 日～5 月 26 日 

前回のレポート（4 月 13 日付）で報告したように、KnK は教育関連で、5 つの地域の援助を引き

受けていました。特に、4 月 4 日から 21 日、更には 28 日へと延期された学校の始業式を実現さ

せるためのものでした。ここに既に実現したものと進行中の活動およびその予算（概算）と寄付

をいただいた方々のお名前を列記します。 

 

a) 配布 

毛布、おむつ、粉ミルク、携帯燃料タンク、衣類、チョコレート、学校用カバン、バレーボール

用品、本やおもちゃ等の小物類は既に北茨城市役所、北茨城の避難所、陸前高田市役所、釜石市

ボランティアセンター、野田市役所、長部地域の方々、小友幼稚園、小友小学校の生徒たちや釜

石市の子どもたちに直接配布されています。 

 

約 500 万円相当 Secours Populaire Francais, NPO 法人ジャパン・プラットフォーム（以

下 JPF）、下落合（東京都新宿区）の方々、ブロンデル ジャポン社をはじめ、様々な支援者

の方々からのご寄付 

車 1 台を教師用に山田町役場へ、1 台は長部地区へ、更に 1 台は陸前高田市地元ＮＧＯ団体

「みんつな」へ寄付されました。 

 

約 180 万円相当  サンゴバン社、 Secours Populaire Français、 KnK 支援者の皆さまから

のご寄付 

 

b) 山田町 

一つ目の建物の改築はほぼ完成間近です。4 月末には教師の入居は可能でしょう。二つ目の建物

の改築は 5月末には完成予定です。 

 

約 3,200 万円相当  サンゴバン社からの支援 

4 月 23 日の土曜日、6 台のスクールバスのうち、最初の 1 台を市助役と職員たちに引き渡し

ました。 

 

5 つの地域に合計 22 台のスクールバスが届けられます 

約１億円相当  21 台のスクールバスは JPF から、もう 1台は Secours Populaire Français

からの支援。 
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学校に面しているスポーツグラウンドの一つは 1～2メートル地盤を高くする必要があり、更

にスポーツ用設備（野球用ネット、子どもたち用遊び場など）も必要です。 

 

約 1,000 万円相当 サンゴバン社からの支援 

進行中： 教材、ＰＣと電話セット、制服の配布。近く JPF の支援によって金額が決まる。 

 

c) 大槌町 

4 台のスクールバスが届けられるが 8月にのみ必要。（価値は上記参照）JPF からの支援。 

進行中：教材と間仕切り。JPF の支援による。 

 

d) 釜石市 

７台のスクールバスが今週中に届けられる。 

1,000 着の制服は既に届けられた。JPF からの支援。 

500 個（おおよそ）の学校カバンは既に届けられている（小学校と中学校の子どもたちに）。 

進行中： 3,500 人分の学校給食用食器、間仕切り、ＰＣサーバーと電話セット。全て JPF

からの支援 

 

e) 大船渡市 

スクールバス 1台。Secours Populaire Français からの支援。（価値はｂ章を参照） 

進行中： 職員室の机や椅子。JPF からの支援。 

 

f) 陸前高田市 

1 つの学校用完全な水道および下水道設備。 （残り 3つの学校は別の団体が扱う） 

約 1,800 万円相当 JPF からの支援、第 2期 IIb. 

地元 NGO 団体「みんつな」へ三ヶ月間車と人件費などの支援。 

約 120万円相当 (および既に a に記載されている車 1台)  KnK の寄付者の皆さまによる支

援。 

小友小学校体育館の改装。 

約 900 万円相当 クレディ・アグリコルグループ（日本）およびその日本スタッフによる支

援。 

同じ小友小学校のプール改装。 

約 900 万円相当 寄付元は未定。 

. 

g) 田野畑村 

30 着の制服と教材 

約 80 万円相当 寄付元は未定。 
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【 B. 現在の予算 】＊ 

東日本大震災被災地のため KnK を支援してくださっている皆さま 

フォーレシア社：100 万円 

寺田倉庫：500 万円 

KnK にご寄付くださった皆さま：約 1,700 万円  

ほほえみプロジェクト(DA TV、NPO 法人チャリティ・プラットフォーム)：300 万円 

サンゴバン社：１億円 

ナティクシス証券会社：500 万円 

Secours Populaire Français：第 1回支援は 1,500 万円 

NPO 法人ジャパン・プラットフォーム：約 2億円 

アコーグループ：200 万円 

クレディ・アグリコルグループ 国内のスタッフ：250 万円 

全日空空輸株式会社、パキスタン国際航空（ＰＡＬ）、ヘンケルジャパン株式会社、ブロンデ

ル ジャポン株式会社、武田薬品工業株式会社、日本ＩＢＭ社、ソフトバンクモバイル株式

会社、パナソニック株式会社、および下落合（KnK 事務局近隣）の方々：360 万円相当の物品

寄付 

 

入金予定の寄付: 

アコーグループ傘下の世界各国にある企業：金額未定 

リッシュモン・グループ：1,000 万円 

日本アムウェイ社：金額未定 

Secours Populaire Français：第 2回目の寄付 

パリでのチャリティ・コンサート（4月 11 日：金額未定 

クレディ・アグリコルグループ（日本）：約 1,050 万円（スタッフからの追加 400 万円を含む） 

ヴァレオ社：約 1200 万円プラス世界各地の同社社員のマッチングギフトによる寄付 

株式会社小学館：書籍購入のための約 1,100 万円相当の図書券 

JPF：第 2フェーズ（II-b）と第 3フェーズ支援 

 

第 2 フェーズ (II-b) 2011 年 5 月 27 日～8 月 

この期間中、私たちは現在進行中の活動をフォローし、様々な市町村が必要とする支援を提供し、

岩手県北部への支援拡大、陸前高田市から北は久慈市までの壊滅的地域にある全ての小・中・高

等学校の一般調査を行う予定です。私たちの目標は子どもたち、十代の若者たち、教師や教育関

係者から要望として出されている全活動をリストアップし、それら市町村のソーシャルワーカー

たちと密接な連携のもとにそれら全ての活動支援を行うというものです。 

 

KnK キッズ・クラブと KnK ティーン・クラブ 

これらの活動はスポーツ（野球、サッカー、柔道、バレーボール、ヨットやセーリング等）であっ

たり、芸術（図画、絵画、劇場、ビデオ、写真、インターネット等）であったり、社会活動（図

書館、ピクニック、サマーキャンプ、ウインターキャンプ等）であったりします。 
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Secours Populaire Français は今度の夏にフランスで開催される国際行事に 12～14 歳までの子

どもたちを 4～6人招待する予定です。 

 

遅くとも 9 月までにはこれら全ての活動が、可能な限り早急に再開されなくてはなりません。月

日が経つごとに現在の日々の生活状況は全ての住民たち、特に子どもたちや思春期の若者たちに

とっては益々困難なものとなっていきます。ソーシャルワーカーたちの支援のもと、誰一人と忘

れられずにみんなが支援の手を受けられるよう願っています。それぞれの活動ごとに資材、人材

が割り当てられ、100 から 150 におよぶ活動やクラブが再開されると期待しています。 

 

各活動に対して平均 100 万円が充てられ、予想経費は 1 億から 1 億 5 千万円とみています。これ

らは全て先に記した寄付団体・企業・個人によって支援されています。後日、どこの学校やクラ

ブがどこからの寄付で再開されたか、ご報告させていただきます。 

 

コミュニティー・センター 

私たちは破壊されたコミュニティー・センター（公民館、子どもの家）の再建やユースセンター

の設置など、どのような形でそれぞれの地域支援が出来るか調査をしています。結論がでるまで

にはまだ 1、2ヶ月はかかるでしょう。現在の最優先事項は避難所生活を強いられている方々への

仮設住宅の提供です。それから初めて市や県はどの地域の土地は再建が出来るか否かを判断しな

ければなりません。 

 

この夏までには 3件、5件、または 10 件のセンター再建が私たちのリストに載ると確信していま

す。このプロジェクトへの最初の寄付はサンゴバン社、ヴァレオ社、クレディ・アグリコルグルー

プとリッシュモン・グループによるものです。 

  

学校改築 

通常は学校の改装や改築は県（高等学校）や市町村（小・中学校）によって行われ、必要な資金

の大半は政府より拠出されます。4 月 25 日（月）から岩手県盛岡市で、KnK がパートナーとなり

うるか否かの調査にかかっているところです。県内には 2 つの崩壊した高等学校が陸前高田市と

宮古にあります。残り 38の高等学校は一部破損です。多くの NGO や公的機関は集まった多額の寄

付金をいかに運用すべきか思案しています。 

 

【 C．第 3 フェーズ 2011 年 8 月～2012 年 3 月 】 

この期間は様々なクラブの再建、コミュニティー・センター、ユース・センターや願わくば学校

などの改築・建築を実施する時期です。 
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【 D．アジアの異なる地域 】 

KnK は現在アジアの 8 ヶ国で活動しています。準備段階の新プロジェクトや進行中の活動に関し

ては KnK のウェブサイト（www.knk.or.jp）をご覧下さい。 

 

東ティモール 

ここ 6 年程私たちは東ティモールで活動しています。KnK のチームはつい先日新しいプロジェク

トの準備のための初動調査から帰国しました。新しいプロジェクトとは、首都であるディリでの

新しいユース・センターの設置および全国にある 15 のユース・センターを 3年かけて改築すると

いうものです。このプロジェクトは日本国外務省の助成を受ける予定です。 

 

フィリピン  

パヤタス(マニラ最大のスラムの一つであり、市のゴミ廃棄場)での新しい子どもの家がオープン

します。このプロジェクトはほほえみプロジェクト（DATV と NPO 法人チャリティー・プラット

フォーム）の支援によっています。5月 5～8日に訪問予定。 

 

バングラデシュ 

首都ダッカのストリート・チルドレンのための新しい子どもの家がオープンします。このプロジェ

クトはほほえみプロジェクトの支援によります。デルタ地区での縫製や織物用の 3 つうち最初の

協同組合の施設建設が開始されます。このプロジェクトは真如苑の支援によるものです。5 月 14

～22 日に訪問予定。 

 

カンボジア 

財団法人日本国際協力財団の支援により、絹織物と縫物用新しい協同施設がオープンします。 

桑の木の植栽も予定されています。 

KnK カンボジア総会。5月 22～29 日に訪問予定。  

 

パキスタン 

第 3フェーズが開始します。マンセラ郡（2005 年の地震災害、3年かけて 30 の学校建設）での 5

つの新しい学校建設、コヒスタン郡（昨年夏の洪水被害、80 の学校建設の実施）での学校建設の

モニタリングを実施する予定。この活動は日本国外務省と JPF の助成を受けています。訪問予定

は 5月中。 

 

ヨルダン 

ヨルダン、パレスチナ、イラクなどの子どもたちのためのアンマンのユース・センターを運営し

ています。７月には“友情のレポーター”というビデオ・レポートを作成する予定です。ヨルダ

ンでの活動は、日本国外務省の助成を受けています。 

 

パレスチナ 

昨年 12 月の初動調査に続き、この夏に東エルサレムで活動を開始する予定です。この活動は日本

国外務省の助成を受ける予定です。 
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東京 

4 月 28 日から 5 月 18 日まで新宿のギャラリー「シリウス」でパキスタンの写真展を開催してい

ます。5 月 3 日のみ銀座のソニー・ギャラリーで東日本大震災の写真展。その他の私たちの活動

に関してはウェブサイトを参照下さい。 

 

さいごに 

同じ価値を共有する誠意ある人々が手を携えれば何と多くの事を達成出来ることでしょう。私た

ちが送った全てのスクールバスには、KnK のロゴと寄付してくださった団体や企業のロゴに加え

て“共に成長するために”（Growing Together）と書いてあります。子どもたちや若者たちだけで

なく、私たちも学んでいます。そしてこんにち、特別な意味をもって岩手から、日本から、フラ

ンスやヨーロッパから、そしてアジアから、私たちは“共に”います。皆さまに心より感謝いた

します。 

 

次回の岩手訪問（4度目）は 4月 26日～4月 29 日です。5度目の訪問は 5月 9～14 日の予定です。 

 

KnK の活動を支えてくださる皆さまに、心よりお礼申しあげます。 

 

認定 NPO 法人国境なき子どもたち 事務局長 

ドミニク レギュイエ 

 

 

 

                                                   
＊ 本レポートは、4 月 26 日時点の情報を元に作成されており、寄付金の使途につきましては、被災地の状況等により変更とな

る可能性があります。予めご了承ください。 


